
 

 
 

 
 

１年を締めくくり、新しいスタートに向けて 
 

 ４年生が卒業し、今年度も残りわずかとなりました。卒業生は、運転免許の取得や内定先企

業での研修に参加、引っ越しをするなど、新生活への準備を着々と行っています。在校生も、

４月から気持ち新たに良いスタートが切れるよう、今年度の自分を振り返り、新たな目標を立

てて４月に臨んでほしいと思います。また、学習はもちろんのこと、生徒会活動・部活動・ア

ルバイトにも積極的に取り組んでほしいと思います。本校では、特にアルバイトを奨励してい

ます。アルバイトを通じてコミュニケーション能力・協調性・責任感などの育成が図られます。

将来自立するためにも、社会性を身につけることは高校時代の大きな課題で

す。春季休業中は時間に余裕がありますから、まだアルバイトを始めてい

なければ、ぜひ保護者の皆様も勧めていただければと考えます。アルバイ

トを始めるには校内手続きが必要ですので、アルバイト先が見つかった

ら担任に連絡するようお伝え下さい。 

 令和４年度の卒業生の進路状況をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【全学年】企業人に学ぶ 

１２月１６日（金）に進路講演会「企業人に学ぶ」を行いました。講師にデザイナーとし

て井原から世界に飛び出して活躍されている、青木被服の専務取締役  青木俊樹さんにお越

しいただきました。好きなことを諦めず続けていくこと、家族や友達を大切にする

ことなど、生徒への熱いエールをいただきました。生徒はテレビで見ているアー

ティストの衣装を制作されている方が井原にいらっしゃるということに驚きつ

つ、青木さんの言葉の一つ一つに真剣に耳を傾けていました。  

 

 

 

  進  路  だ  よ  り                                     第３号 

               令和５年３月 岡山県井原市立高等学校 進路課 

□ 卒業生 ２２名 

□ 進 路 

 ○進 学 ３名 → 大学２名、専門学校１名 

 ○就 職１５名 → 製造１０名、接客２名、介護２名、事務１名 

 ○その他 ４名 

□ 受付求人数 ５２３(+152)                  ※カッコ内は昨年度比 

 ○県 内２００(+35)  → 井笠地区７２(+10)、井笠地区を除く県内１２８(+25) 

 ○県 外３２３(+117) → 福山地区７４(+51)、福山地区を除く県外２４９(+66) 

https://www.irasutoya.com/2012/02/blog-post_7886.html


【全学年】４年生に学ぶ 

1 月 2０日(金)、進路講演会「４年生に学ぶ」を実施しま

した。４年生が講師となり、模擬面接や就職・進学に関する

体験発表、アルバイト経験の発表、質疑応答などを行いまし

た。進路決定までの過程や今からやっておくべきことなどを

後輩に向けて話してくれました。１～３年生たちもメモを取

りながら真剣な様子で聞き、質疑応答では多くの質問が飛び

出しました。先輩達からのメッセージを今後の進路選択、進路実現に生かしてほしいと思いま

す。 

 

【３年生】求人票を読み解く 

給料はいくら？ 休日は何日あるの？ ボーナスはあるの？ 

就職し、社会に出るとわからないことだらけ。しかし、そんな 

情報を事前に把握し、職場を選ぶのは大切なこと。 

２月１７日（金）、高校新卒の求人票について学習しました。 

求人票の中には、会社に関するあらゆる情報が記載されていま 

す。生徒たちは、初めて見る求人票の中から、２０項目の情報を 

読み取ろうと真剣に取り組みました。簡単なことではなく、苦労した生徒もいました。  

 日常的に使っている就職に関する言葉が、求人票の中には出てきません。そのあたりも、

求人票を読み解く上で難しさを感じた原因だと思います。例えば、給料は求人票の中では 

「賃金」と表記されています。ほかにも、ボーナスは「賞与」、

残業は「時間外」、採用試験は「選考」・・・ 

 今回学んだことを４年生になって、自分の将来を考え、職業

選択をするとき、役立ててほしいと思います。 

【感想】 

・選択肢が思ったよりも多くて、今はまだ無理に決めずに少しずつ考え

ておきたいです。見学にもたくさん行きたいと思いました。 

・得意なことと苦手なことを理解して、自分にあったところを探すのが

大事ということが改めてわかりました。 

・４年生になるまでに身につけておきたい力の中に回復力があって、今

の自分は嫌なことがあるとなかなか立ち直れないから、その力を身に

つけようと思いました。志望動機を書くためには、まずはその企業に

ついてよく調べて理解しておくことが重要だと思いました。 


